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研究成果の概要（和文）： 

ギャロン語は、チベット・ビルマ諸語の複数の下位言語グループに亘る文法的特徴を兼ね備え

た言語(繋聯言語)で、チベット・ビルマ諸語の歴史を探究する上で不可欠の研究対象である。

本計画は、ギャロン語及びギャロン系言語群の語彙と形態統辞法を網羅的に記述し、より精緻

なギャロン祖語を再構するとともに、そのデータベースを構築・公開することによって、チベ

ット・ビルマ系諸言語の系統関係や下位分類を精密化することを目的としてスタートした。 81

のギャロン語方言を共通の 400/1200 語語彙調査票により記述し、同時に文の基本構造が分かる

200 の例文を蒐集した。これらのデータベース整備を行い、調査結果を WEB の地図上で検索で

きるシステムを開発し、国立民族学博物館の DB として公開する準備を行った。2013 年 8 月に

一般公開できる予定である。この DB との関連において、各方言の音声・音韻 Inventory 及び語

彙索引を、語彙と 200 例文の音声データとともに国立民族学博物館の調査報告として 25年度内

に刊行する。また、ギャロン系諸語が基層をなしている可能性が高い、未解読古文献言語、シ

ャンシュン語の構造解明のため、新シャンシュン語 DB 作成をも行い、比較研究を行った。これ

と関連して、北京の故宮博物院が所蔵する『川番譯語』を解析し、そのチベット字が表す言語

がギャロン語であることを実証した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The rGyalrong and rGyalrongic languages are so-called link-languages which represent 
several grammatical features found in different sub-groups of Tibeto-Burman(TB) family, 
and are regarded as an indispensable research target for the TB history. This research 
project aimed at describing thoroughly the basic gloss and morphosyntax of the rGylarong 
dialects and rGyalrongic languages, reconstructing the proto-rGyalrong shapes more 
precisely and elaborating upon the genetic relations and sub-classification of the TB 
languages.  
We have succeeded in collecting 400/1200 lexical items and 200 basic sentences for 81 
rGyalrongic languages. Those results will be open to the general public through the 
National Museum of Ethnology’s website after July 2013. 
In this connection, we have demonstrated that the Tibetan characters written in the 
Chuan-fan I-yu kept at the Palace Museum at Beijing represent rGyalrong language. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学 
キーワード：ギャロン、ギャロン系、チベット・ビルマ、シャンシュン、形態統辞論 
 
1.  研究開始当初の背景 

チベット・ビルマ諸語は、中国・青海省、
四川省、雲南省、チベット自治区、ヒマラヤ
地域、インド東北部と西北部、パキスタン東
北部にわたる広い地域に分布する言語グル
ープである。19 世紀後半に研究が始まり、
当初は音節構造や声調などの観点から、大ま
かにシナ・チベット語族として括られていた
が 、 Wolfenden (1929) Outlines of 
Tibeto-Burman Linguistic Morphology以降、
漢語のグループとは切り離して、チベット・
ビルマ諸語(研究者によっては語派)を立て
るのが定説となっている。これら諸言語の共
時的・通時的研究はこの 80 年間に長足の進
歩を遂げ、Benedict (1972) Sino-Tibetan: A 
Conspectus 及び Matisoff (2003) Handbook 
of Proto-Tibeto-Burman はこの言語群の祖
語の音形式を相当程度明確にしたと思われ
る。しかしながら、現段階は主要な言語の分
析に基づいた系統関係の大枠が示されたに
過ぎず、未解読の古文献言語や記述のなされ
ていない言語が多数残っている。また、祖語
の語彙形式を再構できない部分も多く、形態
統辞法の再構に関しては試み自体が少ない。 

この原因として、 ①チベット・ビルマ諸
語を系統的に結びつける役割を持つ繋聯言
語（例えば四川省西北部のギャロン語、雲南
省南部とミャンマー北部のチンポー語）の記
述が、語彙においても形態統辞法についても
組織的に行われてこなかったことと、記述対
象が代表的な一方言に限定されていたこと、 
②形態統辞法に関する網羅的なデータベー
スが存在しないこと、 ③急速に進む漢化の
ため、繋聯言語の話し手が激減していること、 
④従前の歴史言語学におけるもっとも洗練
された方法論は「比較」であり、この言語群
の歴史研究も主としてこれに拠っていたが、
民族の接触と移動が頻繁に起こったチベッ
ト・ビルマ系諸言語にあっては「接触・基層」
という視点を導入する必要があるが、この検

討が遅れていること、などが挙げられる。 
 
２．研究の目的 
本研究計画では、上記のような状況を少し

でも改善し、チベット・ビルマ系諸言語の歴
史をより精緻に解明するため、次の 5 点を重
点的に調査研究した。 

① 繋聯言語として特に重要で、かつ、
急速に漢化が進み、形態統辞法が失
われつつある、中国四川省西北部に
話されるギャロン系諸語につき集中
的なフィールドワークを行い、この
言語グループの特性に合わせた、共
通の 1200語語彙調査票と形態統辞法
調査票を用いて、ギャロン語方言お
よびギャロン系 9 言語のデータをも
羅的に集積する。この際、隣接する
言語との接触・基層関係も併せて記
述した。 

② これをもとに、ギャロン系諸語の語
彙と形態統辞法のデータベースを作
成するとともに、WEB の地図上で該当
する言語の語彙・形態統辞法を、音
声データとともに検索できるシステ
ムを構築し公開する。口承伝承デー
タや歴史などの言語外事実も参照事
項として重視した。 

③ ギャロン系諸語が基層をなしている
と考えられる、未解読古文献言語の
ひとつ、シャンシュン語の語彙形式
と文法を解明するための資料を整し
た。 

 
３．研究の方法 
本研究を次のような全体構想の下に実施し
た。 
① 2009-2011 年度は基本的にフィールドで

の記述研究を集中的に行い、記述と音声
資料を蓄積した。調査票は本研究計画の
目的に沿って、ギャロン系諸語の特性に



合わせた、1200 語の語彙調査票と 200文
からなる形態統辞法調査票を用いた。 

② 2011年度からデータベース整備と WEB地 
図上にデータを落とし込み、それと音声
資料をリンクさせるプログラム開発を行
った。24 年度は最終的に DB を公開する
準備を行い、2013 年夏に国立民族学博物
館の WEB サイトで一般公開できる予定で
ある。 

③ ギャロン系諸語が基層をなしている可能
性が高い、未解読古文献言語、シャンシ
ュン語を解読し、文法を再構成するため、
フィールドワークの結果と敦煌出土チベ
ット文献(古シャンシュン語:9世紀)及び
再構されたシャンシュン語語彙(14世紀)
の突合・比較を行った。 

④ 故宮博物院に蔵する『川番譯語』の表す
チベット字が何語であるのかが長年議論
されてきたが、本プロジェクトで蒐集し
たギャロン系諸語のデータから、それが
実はギャロン語を写したものであること
を証明した。 

 
４．研究成果 
① フィールドでの記述研究を集中的に行   
い、記述と音声資料を蓄積した。調査票は本
研究計画の目的に沿って、ギャロン系諸語の
特性に合わせた、1200 語の語彙調査票と 200
文からなる形態統辞法調査票を用いた。この
結果、ギャロン語とギャロン系諸語 81 種の
データを、音声とともに蒐集できた。 
 
② 2011年度からデータベース整備と WEB地 
図上にデータを落とし込み、それと音声資料
をリンクさせるプログラム開発を行った。24
年度は最終的に DB を公開する準備を行い、
2013年夏に国立民族学博物館の WEBサイトで
一般公開できる予定である。 
 
③ ギャロン系諸語が基層をなしている可能 
性が高い、未解読古文献言語、シャンシュン
語を解読し、文法を再構成するため、フィー
ルドワークの結果と敦煌出土チベット文献
(古シャンシュン語:9 世紀)及び再構された
シャンシュン語語彙(14 世紀)の突合・比較を
行った。 
 
④ 故宮博物院に蔵する『川番譯語』の表す 
チベット字が何語であるのかが長年議論さ
れてきたが、本プロジェクトで蒐集したギャ
ロン系諸語のデータから、それが実はギャロ
ン語を写したものであることを証明した。 
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